






































研究目的 

 わが国では,昭和 51 年以後現在までに,3 組の五つ子が揃って生育している。これらは国

際的にみても稀有な事例と考えられるから,それらの妊娠・分娩ならびに成長・発達に関す

る詳細な記録を作製することは,現代に課せられたひとつの責務と考えられる。 

 また,五つ子を含めていわゆる超双胎児(Super-Twin)に関する医歯学的,'心理学的研究

を推進するための,有効な手段と思われる。超双胎児の中に,多胎児一般の諸問題が,最も集

約ないし増幅された形で潜在するものと考えられるからである。 

 本研究班は,以上の 2つの目的で,超双胎児に関する研究を遂行した。 


